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 既 に腫 瘍 の 生 化 學 的 研 究B第1報(1)と して,家 鶏 肉腫 構 成 基 質 成 分 中 の 窒 素 分 布 に就 き報

告 い こるが,更 に其 の 績 行研 究 として厳 に家 兎 肉腫 並 に 同動 物 諸 臓 器 腕 脂 水 不 溶 部 の 蘇 酸 水 解

産 物 に 就 き窒 素 分 布 を槍 査 し,其 要 項 を総 窒 素 に封 す る百分 率 を 以 つ て 示 し,主 として 他 臓 器 と

の 比 較 親察 す る事 に した.其 結 果 は 腫瘍 と他 臓 器 と比 較 して,其 間 特 異 とす 可 き数 値 を見 出 さ

す,Purinfraktion-Nは07%内 外 を示 し, Monoaminosaurefraktion-Nは60%内 外 の 敷 値 を

得,大 艦 に他 臓 器 との 聞 に 著 し き差 違 を認 め す.Diaminosaurefraktion-N中Histidinfraktion-N

は小 値 を示 し,腎 以 外 の もの は 約3・0%内 外 な り.Argininfrakti・n-N は 大 な る部 に 屡 す る も

の と見 らる に過 ぎす ・

 EGilroy氏(L7)はM銭usecarcinom(M 63)の 獲 育 増 殖 にArgininの み 促 進 的 影 響 あ る も,

Glycin, Alanin, Cystln, Cyste丑n, Glutaminsll' ure叉Histidinは 之 を認 め す,叉 一面Arginin

鋏 乏 食 は腫 瘍 増 殖 に阻tl:的 影 響 あ りたbと 述 ぶ.上 蓮 家 兎 肉 腫 叉 齪 報 家 鶏 肉 腫 中Argininfrak-

tion-Nの 比 較 的 大 な るは興 味 あ る研 究 方針 を曙 示 す る もの に あ らす や と思 ふ.

 S.Edelbacher氏(3)は 野 武 肉腫 組 織 中のArginase作 用 の 著 明 な る を認 め,該 酵 素 作 用 は悪

性 腫 瘍 の如 き一 般 活 動 性 細 胞 の 機 能 代 謝 に關 與 す る もの な る可 し と述 べ て 居 る.

 著 者 の 一一・人(4)が 観 察 した家 兎 肉 腫 水 拍 出部 の 中 にArginin を分 離 讃 明 せ す, Kreatinin又

Methylguanidinを 捕 捉 し得 た るに過 ぎざ る成 績 と併 せ 考 へ て 蝕 にArginase作 用 に就 き言 及

す べ きで あ るが,こ の 方 面 の 研 究 は 既 に着 手 し,次 回 講 演 倉 に獲 表 す る筈 で あ るか ら,腫 瘍 の

Arginase作 用 と して 後 報 に ゆ つ る.

  實  験  部

 家 兎 肉 腫 は 京 都 帝 國 大 學 欝 學 部 病 理 學 教 室 よ り分 與 され し もの を移 植 し,移 植 後50日 日 の も

の を使 用 す.鼓 に 同 教 室 の 御 好 意 に感 謝 の意 を表 す.

 細 断 した る粥 歌 家 兎 肉 腫 組 織 叉 他 臓 器 を5倍 容 量95%酒 精 に1日 以 上 冷 浸 し,更 に5倍 容 量

95%酒 精 に て30分 温 浸 を二 同 行 ふ ・ 残 渣 を一 書 夜 工 一 テル 浸 出 し,乾 燥 した る もの1瓦 に 就

き10ccm温 水 を以 て30分2同 温 浸 す.残 渣 を酒 精,次 で エ ー テ ル に て虞 理 し,ほ5'風 乾 せ る

                   (131)
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         家兎肉腫構城 基質の加水分解産物 中の窒素分布

               (移植後五十日目)

    ＼ 〉還 組器織 肉 腫 筋 肉 心 筋     
分 劃 ＼ 掻窒箋113膨 轟 罫11:1霧 羅 婁1鐸傷

             i。麗 。、i・%i。擶 。,i・%i。2i罵。gi・%
     Ammoniak-N      2030  6.72 2333  7.61 23.81  8.06
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     M・n・・m・…aU・e-N匝636・ ・8218・ ・…8・92186…63・19

     Purin-N         2.19  0.73  238  0.78  1.99  0.67

     Arginin-N       39.53  13.09  37.65  1228  36.32  12.30
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もの を100。-llO。 低 歴 下 に乾 燥 す.

 乾 燥 粉1瓦 につ き15㏄mの 割 に25%蠣 酸 を加 へ18時 間 煮 沸 水 解 す.過 剰 鷺 酸 を 可及 的減 墜

蒸 溜 騙 出 した る残 液 をlOO ccmと な し,其 の1 ccmに 就 き5同 窒 素 定 景 し,総 窒 素 量 を計 算

す ・ 獲95ccm液 を石 友 乳 濾 性 の 下 に1/3容 景 に至 る まで 蒸 溜 し, Kruger-Reich法 に て ア ム

モ ニア窒 素 を定 量 す.

 残 液 を稀 盤酸 に て 中和 し濾 別 す 、不 溶性 残 渣 中の 窒 素 を定 量 しHuminfraktion-N とす.濾
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液 を 酷 酸 酸 性 とな し・ 減 歴 蒸 溜 濃 縮 後 約100・ccmと な した る後 更 に硫 酸 含 有 量 を5%と な し,

20%Phosphorwolfralnsaure液 を沈 澱 の 生 す る限 り加 へ,24時 間 後 濾 別 す.沈 澱 を5%硫 酸

に τ4-5同 洗 礫 し,濾 液 並 に 洗縢 を合 集 して1000 ccmと な し,其 の5ccmに 就 きMono-

aminosaurefraktion-Nを 定 量 す(5同 以 上). Phosphorwolframs匿ureに 依 る漁 沈 澱 を濾 紙 と と

もに乳 鉢 中 に て約 同 量 水 並 に重 土 細 粉 を加 へ,磨 潰 し混 和 し,油 反 雁 を呈 す るに 至 り,更 に二

倍 容 量 水 を加 へ 十 分 磨 潰 し吸 引濾 別 す ・ 沈 澱 を更 に重 土 水(飽 和)に て磨 潰 し吸 引 濾 過 す ・ 更 に

沈 澱 を3同 水 洗 濾 過 す ・ 濾液 と洗 液 と混 和 しCO2を 通 じ,中 性 叉 ラク ム ス 弱 ア ル カ リ性 に至

る・CO2を 通 ず るに 至 る まで の操 作 は 出 來 る限 り,温 度 」t昇 を さけ迅 速 に行 ふ ・BaCO3沈 澱

を濾 別 した る濾 液 を減 墜蒸 溜 して約50ccmに 至 り,稀 硝 酸 に て コ ン ゴ ー赤 弱 酸 性 とな し,20

%硝 酸 銀 液 を加 へPurinkδrperを 沈 澱 さす.濾 別 した る沈 澱 を硝 酸 銀 液 に て2回 洗灘 し,沈

澱 中 の窒 素 をPurinfraktion-Nと な す.

 濾 液 に過 剰 にAgNO3液 を加 へ,其 の 一試 液 商 が 重L水 滴 加 に 依 り褐 色 酸 化 銀 沈 澱 を生 す る

に 至 らば,玄{iに 過 刺 の重 一L水を加 へ 沈 澱 を 生 ぜ しむ.吸 牧 濾 別 せ る沈 澱 を重 土 水 に て3同 洗 醗

し濾 別 す.濾 液 と洗源 液 と合 す ・

 沈澱 を50㏄m水 に浮1游 し,SO4H2に て 重 一Lを沈 澱 し, SH,に て 銀 を沈 澱 せ しめ すごる もの

の 濾 液 を減 歴 蒸 溜 約 数ccmに 濃 縮 し, SO4H2含 有 量 を2・5%と な し飽 和 硫 酸 水 銀 液 を 加 へ,

生 じた る沈 澱 を濾 別 し,2同25%硫 酸 に て 洗灘 すd名 縢 中 のNをHistidlnfraktion-Nと す.

濾 液 並 に 洗 液 合 和 して100 ccmと な し,其 の10 ccm中 窒 素 を定 量 し, Argininfraktion-Nと

な す.(6同 以 上)

 硝 酸 銀,重 上沈 澱 の濾 液 並 に 洗 液 混 和 液 よ り過 剰 重 土 叉 は 銀 を それ ぞれSO4 Hz叉SH2に て

除 去 しナニる濾 液 を濃 縮 し約50ccmと な し,5%硫 酸 含 有 量 の 下 に20%Phosphorwolframs巨ure

液 を加 へ 生 じた る沈 澱 を濾 別 し,沈 澱 を上 記 法 に て重 土 分 解 した る濾 液 に 洗 液 を加 へ200ccm

とな し,其 の10 ccm中 へ窒 素 定 量 しLysinfraktion・Nと な す.但 術Phosphorwolframsaure

沈 澱 の 濾 液 中 に常 に総 窒 素 の2.0%弱 の 窒 素 を獲 見 した れ ば,前 者 をFallung・Nと し,後 者 を

Filtrat-Nと してLysinfraktion-N表 申 に 掲 ぐ,

                           (羅蘇難 尋芒響盤竺無翻

  本 研 究 は文 部 省 自然 科 學 奨 學 資 金 の一 部 に て遂 行 ぜ られ た る もの な れ ば,謹 ん で 鼓 に 感 謝 の 意 を表 す.
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